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第54回 粉体工学に関する講演討論会と財団設立30周年
記念講演会の開催ならびにKONA賞の贈呈

The 54th Symposium on Powder Technology and Commemorative Lecture for 
the 30th Anniversary of the Foundation and the KONA Award Presentation

去る 9月 5日（月）に「第 54回 粉体工学に関す
る講演討論会」が開催され，「SDGsに貢献する粉
体および粉体プロセスの最前線」をテーマとして
KONA賞受賞講演を含み，SDGsに関連したさまざ
まな材料の粉体プロセスの最前線について，6氏の
方からご講演がありました。これらに引き続き，こ
の度当財団が設立 30周年を迎えたことを記念して
特別講演が行われました。この第 54回は，2年前
に開催が予定されていましたが，コロナ禍の影響に
より今回 3年振りに，初めてオンラインを使ったハ
イブリッド形式での開催となりました。
最初に細川悦男理事長から，この講演討論会の開
催経緯や当財団の国内外での粉体工学分野における
活動等について紹介されました。その後，KONA

賞の贈呈式が行われ，奥山監事から，2019年度受
賞者の大阪大学内藤牧男教授，2020年度受賞者の

フロリダ大学 Prof. Moudgilならびに 2021年度受賞
者の一人である京都大学松坂修二教授について，各
受賞者が紹介され，その後理事長からそれぞれの受
賞者に KONA賞の盾が手渡されました。KONA賞
は，粉体工学の分野で大きな業績を上げられた研究
者に授与されるもので，世界中から推薦された候補
者の中から審査により，毎年原則 1名に授与されて
いますが，今回は 3年振りの贈呈式で 3名の受賞者
に贈呈されました。
この講演会では，午前中のセッションで内藤教授
と Prof. Moudgilから KONA賞受賞講演が行われ，
様々な材料について微粒子・粉体の構造制御や界面
設計により特性の向上や高機能化が図られ幅広い工
業的な応用に活用されている研究成果が紹介されま
した。その後，資源循環，固体電池，鉄系触媒を用
いた直接改質反応による SDGsへの取組みについ
て，粉体プロセスや粉体接合技術の観点から示唆に
富んだ講演がされ，その後，SDGsを意識した装置・

開会式
Opening address by President Hosokawa

KONA賞授賞式にて
細川理事長と 2019年 KONA賞受賞者内藤教授
At the KONA presentation ceremony
President Hosokawa and 2019 KONA Awardee Prof. Naito
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技術開発について紹介されました。引き続き，今回
の講演会の締めくくりに，財団設立 30周年記念特
別講演として，佐川眞人先生から，「Nd-Fe-B焼結
磁石の開発 40年」と題して，ネオジム磁石の発見，
開発の歴史やその特性，応用について分かりやすく
解説されました。
今回のシンポジウムには会場で 60名余り，オン
ラインで 110名余り，全体で 180名近くの参加があ

り，会場ではそれぞれの講演の後，活発な質疑応答
がされました。今回は，コロナ禍対策として，会場
では間隔を広く開けた座席配置とし，体温の検温，
マスク着用，アルコール消毒，アクリル板の設置等
の措置が取られ，懇親会の開催は残念ながら中止と
なりました。これらの制限が必要のないような正常
な状況に早く戻ることが強く望まれます。

講演討論会会場風景
Lecture scene

設立 30周年記念講演にて
（左手：佐川先生，中央手前：質問者の藤先生）
At the 30th anniversary commemorative lecture
(Left: Lecturer, Dr. Sagawa, Center front: Questionor, 
Prof. Fuji)

KONA賞授賞式にて
細川理事長と 2020年 KONA賞受賞者 Prof. Moudgil
At the KONA presentation ceremony
President Hosokawa and 2020 KONA Awardee Prof. 
Moudgil

KONA賞授賞式にて
細川理事長と 2021年 KONA賞受賞者松坂教授
At the KONA presentation ceremony
President Hosokawa and 2021 KONA Awardee Prof. 
Matsusaka
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第 54回 粉体工学に関する講演討論会

◆テーマ：ホソカワ粉体工学振興財団設立30周年記念― SDGsに貢献する粉体および粉体プロセスの最前線

◆日　時：令和 4年（2022年）9月 5日（月）10:00～17:10

◆場　所：帝国ホテル大阪，オンライン（Zoom使用）

◆主　催：公益財団法人ホソカワ粉体工学振興財団

　企　画：粉体技術談話会

　後　援：ホソカワミクロン株式会社

次　第
1．開会挨拶 ホソカワ粉体工学振興財団 理事長
 ホソカワミクロン株式会社 取締役会長　細川 悦男
2．KONA賞贈呈式　（司会）広島大学 名誉教授　奥山 喜久夫
【セッション 1】　（司会）名古屋工業大学 教授　藤 正督

3．講演 1 2019 KONA賞受賞記念講演
 「微粒子・粉体の構造制御による材料の特性向上と高機能化」
 大阪大学 教授　内藤 牧男
4．講演 2 2020 KONA賞受賞記念講演
 “Surface Engineered Particle Systems for Industrial Applications”
 Prof. Brij M. Moudgil, University of Florida, USA
【セッション 2】　（司会）物質・材料研究機構 参事役　目 義雄

5．講演 3 「粉体プロセス技術の高度化による資源循環」
 早稲田大学理工学術院 教授，東京大学大学院工学系研究科 教授　所 千晴
6．講演 4 「固体電池における粉体材料接合技術」
 物質・材料研究機構 拠点長　高田 和典
【セッション 3】　（司会）京都大学 教授　松坂 修二
7．講演 5 「鉄系触媒を用いたメタン直接改質反応による SDGsへの取り組み」
 戸田工業株式会社 事業支援推進室 副室長　松井 敏樹
8．講演 6 「SDGsを意識したホソカワミクロンの装置・技術開発」
 ホソカワミクロン株式会社 粉体工学研究所 開発室 室長　村田 憲司
【セッション 4】　（司会）電力中央研究所 名誉研究アドバイザー　牧野 尚夫
9．講演 7 財団設立30周年記念講演
 「Nd-Fe-B焼結磁石の開発 40年」
 大同特殊鋼（株）顧問　佐川 眞人
10．閉会挨拶 粉体技術談話会 会長
 九州工業大学 名誉教授　鹿毛 浩之


